
　
幸
徳
秋
水
（
伝
次
郎
）
は
明
治
四
年
、
両
親

に
と
っ
て
六
番
目
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
父
幸
徳
篤
明
は
四
代
俵
屋
嘉
平
治
を
襲
名
す

る
商
家
で
あ
り
、
母
多
治
は
医
師
小
野
雲
了
（
亮

輔
）
の
娘
。
小
野
家
は
代
々
山
路
村
庄
屋
を
つ

と
め
た
士
族
格
の
家
柄
で
、
雲
了
は
小
野
家
三

男
の
た
め
中
村
に
出
て
医
師
と
な
っ
て
い
た
。

　
幕
末
と
は
い
え
士
農
工
商
の
身
分
制
度
が
厳

然
た
る
江
戸
封
建
時
代
、
最
下
級
商
人
の
も
と

に
最
上
級
士
族
の
娘
が
嫁
ぐ
こ
と
は
異
例
な
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
は
中
村
と
い
う
町
の
歴
史
的
背
景
が

あ
る
。

　
一
條
家
、
長
宗
我
部
に
続
き
、
関
ケ
原
合
戦

の
あ
と
、
中
村
を
支
配
し
た
の
は
山
内
康
豊
。

土
佐
藩
初
代
山
内
一
豊
は
弟
康
豊
に
中
村
を
分

け
与
え
、
独
立
し
た
中
村
藩
（
二
万
石
、
の
ち

三
万
石
）
と
し
た
。

　
し
か
し
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
中
村
藩

五
代
直
久
（
大
膳
）
が
幕
府
若
年
寄
に
抜
擢
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
辞
退
し
た
こ

と
を
口
実
に
、
将
軍
綱
吉
か
ら
取
り
潰
さ
れ
た

（
幕
府
直
轄
後
土
佐
藩
に
併
合
）。

　
禄
を
失
っ
た
家
臣
は
散
り
散
り
に
な
り
、
武

家
屋
敷
は
残
ら
ず
取
り
壊
さ
れ
た
。
城
に
代
っ

て
奉
行
所
が
置
か
れ
、
以
後
は
上
級
武
士
二
名

が
高
知
か
ら
交
代
で
来
る
の
み
で
、
中
村
に
は

藩
直
属
武
士
が
い
な
く
な
り
、
さ
ら
に
洪
水
、

火
事
な
ど
の
災
害
も
加
わ
り
、
町
は
荒
廃
し
た
。

こ
う
し
た
中
村
を
支
え
、
復
興
し
た
の
が
町
人

で
あ
っ
た
。
宇
和
屋
、
俵
屋
、
吸
田
屋
な
ど
が

町
老
（
年
寄
）
と
な
り
、
商
人
中
心
の
自
治
的

運
営
が
な
さ
れ
た
。
藩
も
こ
れ
を
認
め
、
中
村

の
町
は
い
わ
ば
特
別
行
政
区
的
存
在
に
な
っ
た
。

　
中
村
が
い
ま
で
も
「
お
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
、

格
の
高
い
響
き
を
も
つ
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

（
中
村
市
史
）

　
商
人
の
間
で
は
、
和
歌
、
俳
諧
、
絵
画
等
が

流
行
し
た
。
こ
ん
な
雰
囲
気
の
中
、
宇
和
屋
か

ら
学
者
遠
近
鶴
鳴
が
生
ま
れ
た
。

　
鶴
鳴
は
商
い
で
京
阪
に
出
た
際
、
篠
崎
小
竹

（
大
阪
）
か
ら
朱
子
学
、
岩
垣
松
苗
（
京
都
）
か

ら
国
学
を
学
び
、
さ
ら
に
一
條
家
学
問
と
土
佐

南
学
の
流
れ
も
受
け
継
ぎ
、
私
塾
鶴
鳴
塾
を
開

い
た
。

　
樋
口
真
吉
（
足
軽
）、
安
岡
良
亮
（
郷
士
）、

木
戸
明
（
吸
田
屋
、
の
ち
地
下
浪
人
に
）
な
ど

は
こ
こ
で
学
ん
だ
。
町
人
学
者
の
も
と
に
士
族

の
子
弟
が
通
っ
た
の
で
あ
る
。

　
秋
水
の
父
篤
明
も
俳
諧
を
趣
味
と
す
る
文
人

で
あ
っ
た
。
商
売
、
文
化
両
面
か
ら
幸
徳
家
（
俵

屋
）
は
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　
小
野
雲
了
は
格
式
ば
か
り
う
る
さ
く
貧
乏
な

士
族
の
家
よ
り
、
生
活
が
楽
な
商
家
の
ほ
う
が

い
い
か
も
し
れ
な
い
と
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
長

女
多
治
を
幸
徳
家
に
嫁
に
や
っ
た
。

　
そ
ん
な
雲
了
で
は
あ
る
が
、
多
治
の
妹
嘉
弥

子
は
、
や
は
り
自
分
の
姉
菊
が
嫁
い
で
い
た
郷

士
安
岡
良
輝
の
二
男
良
哲
（
良
亮
弟
）
と
縁
組

さ
せ
た
。

　
ま
た
、
小
野
家
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
蕨
岡
の
庄
屋
桑
原
家
の
二
男
道
一
と

養
子
縁
組
し
、
そ
の
嫁
に
は
安
岡
良
亮
の
二
女

英
（
ふ
さ
）
を
迎
え
た
。

　
英
の
姉
芳
（
よ
し
）
は
道
一
の
兄
桑
原
戒
平

に
嫁
い
で
い
た
の
で
、
兄
弟
と
姉
妹
同
士
が
一

緒
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
安
岡
家
は
木
戸
家
と
も
姻
戚
関
係

に
あ
っ
た
。（
良
亮
と
木
戸
明
は
従
兄
弟
）

　
一
方
、
秋
水
は
二
歳
の
時
父
を
失
い
母
子
家

庭
と
な
る
。
伯
父
篤
道
（
父
の
兄
）
が
後
見
人

と
な
り
、
一
家
で
同
居
。
ま
た
、
中
継
養
子
駒

太
郎
も
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
幸
徳
家
は
複
雑
な

大
家
族
と
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、
秋
水
は
八
歳
で
木
戸
明
の
遊
焉

義
塾
に
入
る
が
、
周
り
は
み
ん
な
士
族
の
子
ど

も
た
ち
。
安
岡
秀
夫
（
良
亮
の
子
）、
桑
原
順
太

郎
（
戒
平
の
子
）、
小
野
栄
久
な
ど
。

　
秀
夫
の
兄
雄
吉
（
の
ち
代
議
士
）
が
東
京
か

ら
送
っ
て
く
る
ハ
イ
カ
ラ
な
雑
誌
（「
絵
入
自
由

新
聞
」
な
ど
）
か
ら
刺
激
を
受
け
た
。

　
塾
の
中
で
秋
水
は
一
番
優
秀
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
商
人
の
子
は
や
は
り
商
人
の
子
と
見
ら

れ
る
。
彼
ら
は
み
ん
な
母
方
の
親
戚
の
子
で
あ
っ

た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
け
で

は
説
明
で
き
な
い
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
モ
ヤ

モ
ヤ
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
秋
水
が
入
学
し
た
中
村
中
学
は
途
中
で
廃
校

と
な
り
、
高
知
中
学
に
吸
収
さ
れ
た
。
安
岡
秀

夫
ら
は
そ
の
ま
ま
高
知
に
進
ん
だ
が
、
秋
水
は

父
亡
き
後
の
経
済
事
情
も
あ
り
二
年
遅
れ
た
。

こ
の
た
め
挫
折
中
退
。
屈
辱
は
さ
ら
に
深
く
な
っ

た
。

　
家
に
帰
っ
て
も
伯
父
や
伯
母
が
差
配
を
振
る

い
、
母
は
じ
っ
と
が
ま
ん
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
環
境
、
境
遇
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
が

爆
発
し
、
わ
ず
か
十
六
歳
で
家
を
飛
び
出
し
、

東
京
の
林
有
造
の
門
を
叩
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
後
、
中
江
兆
民
と
の
運
命
的
出
会
い
が

あ
り
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
、
や
っ
と
腰
を
据
え

て
勉
強
に
集
中
す
る
。
自
由
・
平
等
・
博
愛
思

想
を
た
た
き
込
ま
れ
、
非
戦
平
和
か
ら
人
間
解

放
の
社
会
主
義
に
思
想
を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
過
程
で
堺
利
彦
と
平
民
社
を
立
ち
上
げ
、

平
民
新
聞
を
発
行
。「
平
民
」、「
平
民
」
と
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
平
民
に
こ
だ
わ
っ
た
心
の
内
が

読
み
取
れ
る
。

　
秋
水
は
自
分
の
親
戚
の
出
世
頭
は
熊
本
神
風

の
乱
で
斬
ら
れ
た
安
岡
良
亮
（
初
代
熊
本
県
令
）

だ
っ
た
と
誇
ら
し
く
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
親

類
縁
者
を
大
切
に
思
う
心
は
ず
っ
と
持
ち
続
け

て
い
た
。
雄
吉
、
秀
夫
ら
と
の
付
き
合
い
も
生

涯
続
い
て
い
る
。

　
秋
水
の
思
想
形
成
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
は
中
江
兆
民
だ
が
、
兆
民
思
想
が
注
ぎ

込
ま
れ
る
土
壌
に
な
っ
た
の
は
、
複
雑
な
姻
戚

関
係
等
秋
水
の
家
庭
環
境
に
あ
っ
た
。

　
秋
水
は
身
分
、
階
級
と
い
う
も
の
に
敏
感
な

少
年
に
育
っ
た
。

　
そ
の
根
源
は
、
町
人
と
士
族
と
い
う
両
親
の

異
例
の
縁
組
に
あ
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
町
人
が
実
力
を
も
ち
、
町

人
文
化
が
栄
え
た
中
村
と
い
う
町
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
そ
ん
な
組
み
合
わ
せ
が
生
ま
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　（
一
月
二
十
四
日
、
幸
徳
秋
水
刑
死
一
〇
七
年

墓
前
祭
記
念
講
演
会
要
旨
。
当
日
の
演
題
は
「
中

村
町
民
文
化
と
幸
徳
秋
水
」）。

　
四
月
一
日
、
幸
徳
秋
水
を
語
る
神
戸
の
つ
ど

い
が
開
か
れ
た
。

　
安
倍
政
権
の
も
と
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安

保
法
、
共
謀
罪
法
が
強
行
さ
れ
、
次
は
憲
法
改

悪
（
九
条
の
無
力
化
）
が
狙
わ
れ
て
い
る
い
ま
、

非
戦
平
和
、
自
由
平
等
の
旗
を
掲
げ
、
大
逆
事

件
で
抹
殺
さ
れ
た
幸
徳
秋
水
に
つ
い
て
、
今
日

的
視
点
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
。

　
昨
年
九
月
、
神
戸
の
「
憲
法
を
生
か
す
会
」

の
メ
ン
バ
ー
四
人
が
秋
水
墓
参
の
た
め
に
中
村

に
み
え
、
当
顕
彰
会
が
生
家
跡
、
記
念
碑
、
資

料
室
な
ど
も
案
内
し
、
夜
も
交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
中
の
津
野
公
男
さ
ん
は
高
知
県
出
身
で

当
顕
彰
会
会
員
で
あ
る
。

　
こ
の
四
人
が
中
心
に
な
っ
て
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
、「
つ
ど
い
」
を
準
備
し
て
く
れ
た
。

　
神
戸
は
高
知
市
出
身
の
小
松
丑
治
と
岡
林
寅

松
が
大
逆
事
件
に
連
座
（
無
期
懲
役
）
さ
せ
ら

れ
た
因
縁
の
地
で
あ
る
。

　
桜
満
開
の
晴
天
下
、
阪
急
六
甲
駅
近
く
の
会

場
神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
（
灘
区
）
に
は
約

八
〇
人
集
ま
っ
た
。

　
津
野
さ
ん
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と

四
人
が
順
次
登
壇
。

　
最
初
に
、
田
中
全
（
当
顕
彰
会
事
務
局
長
）

が
「
現
代
に
生
き
る
幸
徳
秋
水
」
に
つ
い
て
。

　
秋
水
が
刑
死
し
て
一
〇
七
年
。
中
村
で
は
、

敗
戦
翌
年
か
ら
、
官
民
あ
げ
て
秋
水
顕
彰
運
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
戦
後
中
村
の
平
和
民
主

運
動
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
き
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
中
村
市
議
会
が
秋
水
顕

彰
決
議
も
お
こ
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
い
ま
の
日
本
の
状
況
は
大
逆
事
件

当
時
に
酷
似
し
て
き
た
。
国
が
戦
争
を
始
め
よ

う
と
す
る
と
、
国
論
統
一
の
た
め
に
、
ま
ず
言
論
、

人
権
が
圧
迫
さ
れ
る
。

　
大
逆
事
件
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
同
種
の
事

件
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
運
動
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
は
、
憲
法
を
守
り
、
人
権
を
守
り
、

日
本
の
平
和
、
自
由
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
次
に
、
今
村
稔
さ
ん
（
社
会
主
義
協
会
代
表
）

が
「
秋
水
と
平
民
新
聞
　
そ
し
て
堺
利
彦
」
に

つ
い
て
。

　
明
治
三
〇
年
代
、
社
会
主
義
思
想
が
萌
芽
し
、

日
清
日
露
戦
争
を
経
て
、
運
動
の
形
と
な
っ
た
。

秋
水
、
利
彦
に
よ
り
平
民
新
聞
が
つ
く
ら
れ
、

非
戦
を
呼
び
か
け
た
。
ロ
シ
ア
労
働
者
と
の
連

帯
も
あ
っ
た
。

　
政
府
は
こ
れ
を
徹
底
的
に
弾
圧
。
赤
旗
事
件

に
続
き
、
大
逆
事
件
は
日
本
の
首
を
絞
め
た
。

社
会
主
義
運
動
は
冬
の
時
代
に
入
る
。

　
三
人
目
は
、
飛
田
雄
一
さ
ん
（
神
戸
学
生
青

年
セ
ン
タ
ー
館
長
）
が
「
大
逆
事
件
と
神
戸
多

聞
教
会
」
に
つ
い
て
。

　
神
戸
で
連
座
し
た
小
松
丑
治
が
入
獄
中
、
そ

の
妻
ハ
ル
を
援
助
し
た
の
が
キ
リ
ス
ト
教
神
戸

多
聞
教
会
今
泉
牧
師
で
あ
っ
た
。
飛
田
さ
ん
は

同
教
会
会
員
。
偶
然
の
縁
か
ら
、
今
泉
牧
師
の

孫
と
の
交
流
に
つ
い
て
報
告
。

　
最
後
は
、
戸
崎
曽
太
郎
さ
ん
（
治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
兵
庫
県
本
部
会
長
）

か
ら
「
神
戸
と
大
逆
事
件
（
小
松
丑
治
、
岡
林

寅
松
）」
に
つ
い
て
。

　
高
知
市
の
小
学
校
同
級
生
で
神
戸
海
民
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
二
人
は
、
秋
水
ら
の
思
想
に

共
鳴
し
、
神
戸
平
民
倶
楽
部
を
つ
く
り
平
民
新

聞
の
読
書
会
を
開
い
て
い
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け

で
大
逆
事
件
に
ひ
っ
か
け
ら
れ
た
。

　
二
人
は
二
十
年
間
入
獄
後
、
仮
釈
放
さ
れ
た
が
、

世
間
か
ら
迫
害
を
受
け
続
け
、
戦
後
ま
も
な
く

不
遇
の
死
を
と
げ
た
。

　
会
場
に
は
大
阪
の
「
管
野
須
賀
子
を
顕
彰
し

名
誉
回
復
を
求
め
る
会
」
メ
ン
バ
ー
も
み
え
、

発
言
も
あ
っ
た
。
今
後
関
西
に
お
け
る
交
流
、

運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
意
義
あ
る
集
ま
り
と
な
っ
た
。

　
顕
彰
会
持
参
の
秋
水
関
連
書
籍
、
絶
筆
色
紙

な
ど
も
販
売
、
一
〇
名
か
ら
顕
彰
会
入
会
の
申

し
出
が
あ
っ
た
。

　
準
備
・
主
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
月
一
〇
日
、
京
都
府
南
丹
市
立
文
化
博
物

館
（
南
丹
市
園
部
町
）
で
開
催
。

　
主
催
は
京
都
丹
波
岩
崎
革
也
研
究
会
。
革
也
孫
、

ひ
孫
を
含
め
約
百
名
参
加
（
当
顕
彰
会
も
）。

　
岩
崎
革
也
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
三
）
は
、

幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
ら
の
運
動
を
経
済
的
に
支

援
し
た
京
都
府
須
知
町
（
現
京
丹
波
町
）
の
地
主
、

銀
行
家
。

　
平
民
新
聞
に
た
び
た
び
多
額
の
寄
付
を
お
こ

な
う
な
ど
、
経
済
的
基
盤
を
持
た
な
い
秋
水
ら

の
運
動
に
と
っ
て
一
大
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
。

　
大
逆
事
件
後
、
利
彦
が
遺
族
慰
問
の
旅
に
で

た
（
中
村
に
も
来
た
）
旅
費
三
百
円
も
革
也
が

出
し
た
。

　
五
年
前
、
旧
岩
崎
邸
が
取
り
壊
さ
れ
た
さ
い
、

所
蔵
資
料
を
同
博
物
館
に
一
括
寄
贈
保
管
。

　
書
簡
は
、
秋
水
、
利
彦
の
ほ
か
、
幸
徳
千
代
子
、

駒
太
郎
、
大
石
誠
之
助
、
森
近
運
平
、
福
田
英
子
、

北
一
輝
か
ら
の
も
の
な
ど
。
書
は
、利
彦
、犬
養
毅
、

田
中
正
造
な
ど
。
多
数
展
示
さ
れ
た
。

　
革
也
研
究
会
メ
ン
バ
ー
四
人
か
ら
研
究
発
表

が
行
な
わ
れ
た
。

　「
岩
崎
革
也
日
記
抄
」
も
刊
行
、
参
加
者
に
配

布
さ
れ
た
。
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岩
崎
革
也

　
　
　
資
料
展
示
と
講
演
会

中
村
町
人
文
化
と
幸
徳
秋
水

幸
徳
秋
水
を
語
る
神
戸
の
つ
ど
い

毎
月
第
２
日
曜
午
後
１
時
半
〜

四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

幸
徳
秋
水
研
究
会

、



　

二
〇
一
七
年
の
夏
前
頃
で
あ
っ
た
ろ
う

か
、
新
宮
市
の
某
市
会
議
員
か
ら
「
い
ま
な

ら
、
勝
て
る
よ
」
と
私
の
耳
元
で
囁
か
れ
た

の
は
。
以
前
、
私
た
ち
「「
大
逆
事
件
」
の

犠
牲
者
を
顕
彰
す
る
会
」
は
、
み
じ
め
な
敗

北
感
を
味
わ
っ
て
い
た
か
ら
。「
勝
つ
」
と

は
こ
こ
で
は
、
大
石
誠
之
助
の
名
誉
市
民
実

現
が
、
市
議
会
で
可
決
で
き
る
と
い
う
謂
い

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、「
顕
彰
す

る
会
」
の
会
員
の
議
員
ら
の
、
他
議
員
へ
の

積
極
的
な
働
き
か
け
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は

秋
ご
ろ
か
ら
と
聞
い
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
「
顕
彰
す
る
会
」
が
、
大
石
誠

之
助
を
名
誉
市
民
に
と
い
う
要
望
書
を
新
宮

市
長
に
提
出
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一

月
。
そ
の
書
き
出
し
で
「
先
ご
ろ
、
辻
原
登

氏
の
小
説
、
大
石
誠
之
助
を
モ
デ
ル
と
す
る

『
許
さ
れ
ざ
る
者
』
が
刊
行
さ
れ
、
大
石
誠

之
助
の
魅
力
あ
る
人
物
像
が
改
め
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

毎
日
新
聞
に
五
八
二
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ

た
「
許
さ
れ
ざ
る
者
」
が
大
き
な
起
爆
剤
に

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
私
た
ち
に

は
「100

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
新
宮
」
の

場
（「
大
逆
事
件
一
〇
〇
年
」
の
催
し
）
が
、

大
石
名
誉
市
民
の
実
現
の
も
と
実
施
で
き
な

い
か
の
目
論
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
た

ち
の
請
願
が
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、

議
員
提
案
の
形
も
模
索
し
た
が
功
を
奏
さ
ず
、

市
議
会
で
は
否
決
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
、

七
年
余
り
が
経
過
し
て
い
た
。

　
　

＊

　

私
た
ち
の
「
顕
彰
す
る
会
」
が
、貴
会
（
幸

徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
）
と
の
交
流
の
中
で

発
足
し
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
土
佐
中
村
（
そ

の
頃
は
ま
だ
中
村
市
で
あ
っ
た
）
へ
の
訪
問

が
ひ
と
つ
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ
と
は
、
誰

も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
先

の
六
月
、「
人
権
と
文
化　

新
宮
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（「
大
逆
事
件
」
九
〇
年
）
も
開
か
れ
て

い
る
。

　

大
石
誠
之
助
顕
彰
の
機
運
も
、
市
議
会
で

話
題
に
な
り
、
市
議
会
で
の
質
問
を
契
機
に

市
当
局
が
動
き
出
し
た
と
い
う
真
相
も
あ
る
。

そ
の
辺
の
詳
細
は
、
田
中
伸
尚
著
『
大
逆
事

件
』（
岩
波
現
代
文
庫
版
Ｐ
４
１
４
以
下
）

に
劇
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
私
も
請
わ
れ

て
市
の
広
報
に
大
石
誠
之
助
ら
の
紹
介
を
行

い
、
初
め
て
訪
れ
た
中
村
の
印
象
記
を
記
し

た
こ
と
が
あ
る
。
く
ろ
し
お
鉄
道
の
中
村
駅

に
降
り
立
っ
て
、
ま
ず
そ
の
空
気
感
が
新
宮

と
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
直
感
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
何
度
か
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ

の
た
び
に
直
感
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
殊
に
北
澤
保
さ
ん

に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
足
摺
岬
で
の
紺
青

の
海
が
、
北
澤
さ
ん
の
お
人
柄
と
と
も
に
、

い
ま
で
も
目
交
い
か
ら
離
れ
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
「
顕
彰
す
る
会
」
発
足
の
起

爆
剤
に
な
っ
た
の
は
、「
初
期
社
会
主
義
研
究

会
・
新
宮
大
会
」で
あ
る
。
一
九
九
九
年
八
月
、

新
宮
市
の
高
田
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
講
演
会

と
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
い
ま
で
は
中
上
健

次
の
主
宰
し
た
熊
野
大
学
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の

会
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
町
中
か
ら

車
で
三
〇
分
余
の
山
間
の
保
養
施
設
、
し
か

も
当
日
は
豪
雨
、
多
く
て
二
〇
名
余
と
の
推

測
で
資
料
も
用
意
。
と
こ
ろ
が
予
想
に
反
し

て
一
〇
〇
名
近
く
が
押
し
掛
け
、
こ
れ
は
大

変
と
、
短
パ
ン
姿
で
臨
も
う
と
し
た
山
泉
進

さ
ん
が
、
急
遽
着
替
え
、
資
料
も
急
い
で
コ

ピ
ー
し
て
間
に
合
わ
せ
。
矍
鑠
と
し
て
お
ら

れ
た
堀
切
利
高
さ
ん
が
改
め
て
新
宮
の
地
で

の
関
心
の
深
さ
に
驚
嘆
し
て
お
ら
れ
た
姿
も

思
い
出
さ
れ
る
。
山
泉
さ
ん
が
「
大
逆
事
件

は
動
い
て
い
る
」
と
題
し
て
講
演
、
堀
切
さ

ん
が
「
荒
畑
寒
村
と
田
辺
」
と
題
し
て
話
し
、

大
阪
か
ら
駆
け
付
け
た
荒
木
傳
さ
ん
と
成
石

平
四
郎
の
孫
岡
功
さ
ん
が
そ
の
思
い
を
語
っ

た
。
ま
だ
大
学
院
生
で
あ
っ
た
梅
森
直
之
さ

ん
も
参
加
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
す
る
。
こ
の

時
の
懇
親
会
で
は
、
初
期
社
研
の
メ
ン
バ
ー

と
ほ
ぼ
重
な
る
「
大
逆
事
件
の
真
実
を
あ
き

ら
か
に
す
る
会
」
の
活
動
な
ど
も
話
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
、
新
宮
で
の
「
顕
彰

す
る
会
」
の
会
員
に
参
集
し
て
い
っ
た
。

　

私
た
ち
の
「
顕
彰
す
る
会
」
が
発
足
し
て
、

行
政
や
議
会
に
働
き
か
け
て
、「（
大
逆
事
件

の
犠
牲
者
た
ち
は
）
平
和
・
平
等
・
非
戦
を

唱
え
た
郷
土
の
誇
る
べ
き
先
覚
者
」
で
あ
る

と
し
て
、「
大
逆
事
件
の
犠
牲
者
六
名
の
名

誉
回
復
を
宣
言
す
る
」
と
決
議
し
た
の
は
、

二
〇
〇
一
年
九
月
、
市
長
提
案
と
し
て
、
議

会
が
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
さ
ら
に
は
、

二
〇
〇
三
年
七
月
、「
志
を
継
ぐ
」
の
顕
彰

碑
が
、
市
の
公
金
を
支
出
し
て
建
立
さ
れ
た
。

　
　

＊

　

大
石
名
誉
市
民
に
向
け
て
、
二
〇
一
七
年

が
生
誕
一
五
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
宮
市
議
会
で

は
、一
二
月
五
日
、「
新
宮
市
名
誉
市
民
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
て
、
議
員
が
名
誉
市
民
を

推
挙
で
き
る
制
度
に
改
め
た
。
そ
の
う
え
で

議
会
最
終
日
の
一
二
月
二
一
日
、
大
石
誠
之

助
を
名
誉
市
民
に
推
す
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

市
議
会
で
の
議
決
は
、
賛
成
一
一
反
対
四
で

あ
っ
た
。
反
対
意
見
も
、
大
石
の
業
績
が
名

誉
市
民
に
値
し
な
い
と
す
る
意
見
で
は
な
く
、

そ
の
選
考
の
手
立
て
、
方
法
な
ど
へ
の
違
和

を
唱
え
た
も
の
だ
っ
た
。
幾
年
か
の
経
過
の

中
で
、
議
員
諸
氏
も
そ
れ
な
り
の
学
習
を
積

ま
れ
、
各
自
の
考
え
の
も
と
に
、
今
回
賛
同

の
意
を
示
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
う
し
て
、

本
年
（
二
〇
一
八
年
）
一
月
一
七
日
市
長
の

裁
決
に
よ
っ
て
大
石
の
名
誉
市
民
が
決
ま
り
、

二
四
日
に
そ
の
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

今
後
は
先
覚
者
と
し
て
の
大
石
を
通
し
て
、

い
か
に
熊
野
で
の
人
権
意
識
や
博
愛
・
平
等
、

平
和
の
思
想
な
ど
を
学
ん
で
ゆ
く
べ
き
か
に

か
か
わ
っ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
三
月
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
侶

峯
尾
節
堂
が
百
回
忌
に
当
た
り
法
要
が
行
わ

れ
た
。「
顕
彰
す
る
会
」
の
副
会
長
を
長
く

務
め
た
正
木
健
雄
氏
が
自
力
で
設
立
し
た
資

料
室
が
、
四
月
か
ら
「
顕
彰
す
る
会
」
が
引

き
継
い
で
「
熊
野
・
新
宮
「
大
逆
事
件
」
資

料
室
」（
栗
林
確
室
長
）
と
し
て
、
狭
い
な

が
ら
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
一

〇
月
の
「
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
ゆ
っ

く
り
と
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
う
。

　　

森
岡
邦
廣
さ
ん
が
二
〇
一
八
年
二
月
一
七

日
、
肺
炎
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
九
十
二
歳
。

　

森
岡
さ
ん
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
四
）、

幡
多
郡
蕨
岡
村
（
元
中
村
市
）
生
。
旧
制
中

村
中
学
卒
業
と
同
時
に
昭
和
二
〇
年
二
月
十

九
歳
で
出
征
、
満
州
へ
。
八
月
終
戦
は
本
土

決
戦
に
備
え
て
い
た
高
知
春
野
で
迎
え
た
。

　

戦
後
は
地
元
営
林
署
に
入
り
、
上
司
か
ら

「
辞
め
ら
さ
れ
ん
ば
あ
〜
に
し
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
た
ほ
ど
労
働
運
動
一
筋
。
秋
水
と
の

出
会
い
も
組
合
活
動
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
六
月
、
坂

本
清
馬
が
再
審
請
求
準
備
の
た
め
最
初
に
上

京
し
た
さ
い
、
幡
多
全
労
協
書
記
長
と
し
て

同
行
し
、
坂
本
昭
参
議
院
議
員
、
森
本
靖
衆

議
院
議
員
や
総
評
幹
部
ら
に
支
援
要
請
。

　

坂
本
議
員
（
の
ち
高
知
市
長
）
は
、
翌
年

結
成
さ
れ
た
裁
判
支
援
組
織
「
大
逆
事
件
の

真
実
を
あ
き
ら
か
に
す
る
会
」
の
初
代
事
務

局
長
に
就
い
て
く
れ
た
。

　

坂
本
議
員
秘
書
景
平
和
平
氏
、
全
逓
労
組

中
央
執
行
委
員
と
し
て
専
従
派
遣
さ
れ
て
い

た
長
谷
川
賀
彦
氏
（
の
ち
中
村
市
長
）
は
東

京
で
精
力
的
に
動
い
て
く
れ
た
。
二
人
と
も

同
じ
蕨
岡
出
身
で
あ
り
、「
蕨
岡
組
」
が
果

た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

　

こ
の
裁
判
を
機
に
、
大
逆
事
件
犠
牲
者
の

名
誉
回
復
・
顕
彰
運
動
が
全
国
に
拡
が
り
、

い
ま
に
至
っ
て
い
る
が
、
森
岡
さ
ん
は
そ
の

火
付
け
役
の
一
人
で
あ
る
。

　

中
村
地
区
労
会
長
を
経
て
、
昭
和
四
十
三

年
か
ら
は
中
村
市
会
議
員
（
社
会
党
）
に
。

五
期
二
十
年
、
議
長
も
つ
と
め
た
。

　

こ
の
間
、
秋
水
に
ぞ
っ
こ
ん
で
、
秋
水
と

言
え
ば
森
岡
さ
ん
と
誰
も
が
認
め
る
ほ
ど
に

全
国
の
顔
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
三
月
、
従
来
の
労
組
中
心
か

ら
一
般
市
民
を
含
む
幅
広
い
組
織
へ
と
、
幸

徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
を
結
成
し
た
さ
い
も

当
然
森
岡
さ
ん
が
初
代
会
長
に
。

　

同
年
十
二
月
、
中
村
市
議
会
が
秋
水
顕
彰

決
議
を
あ
げ
た
さ
い
は
、
す
で
に
議
員
を
引

退
し
て
お
ら
れ
た
が
、森
岡
さ
ん
の
「
強
引
」

な
根
回
し
が
な
か
っ
た
な
ら
、
全
会
一
致
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

〇
七
年
、
会
長
を
北
澤
保
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
か
ら
も
御
意
見
番
の
顧
問
に
就

い
て
も
ら
っ
た
。

　

小
学
生
時
代
か
ら
剣
道
を
ず
っ
と
続
け
ら

れ
（
市
体
育
協
会
会
長
に
も
就
任
）、
北
澤

さ
ん
、
久
保
知
章
さ
ん
（
三
代
目
会
長
）
が

昨
年
相
次
い
で
逝
か
れ
て
も
、
な
お
お
元
気

で
あ
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
後
を
追
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

い
ま
は
後
輩
二
人
と
尊
敬
す
る
秋
水
先
生

を
囲
ん
で
熱
い
談
義
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

森
岡
さ
ん
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
田
中
全
）

　

秋
水
刑
死
一
〇
七
年
墓
前
祭
を
今
年
も
一

月
二
十
四
日
、
小
雪
舞
う
中
、
開
い
た
。
約

六
十
名
参
加
。

　

宮
本
博
行
会
長
が
追
悼
文
朗
読
し
た
あ
と
、

順
次
白
菊
を
献
花
。

　

地
元
吟
詠
会
二
人
（
森
景
信
、中
尾
幸
生
）

が
そ
れ
ぞ
れ
秋
水
漢
詩
（
絶
筆
偶
成
、母
へ
）

を
詠
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
秋
水
墓
の
山
側
に
並
ぶ

俵
屋
・
幸
徳
家
先
祖
墓
（
元
禄
年
間
ま
で
遡

る
）
に
新
た
に
看
板
を
立
て
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
開
の
三
月
二
十
五
日
集
い
、
詠
ん
だ
句

秋
水
桜
真
白
き
彩
で
あ
り
に
け
り　
　

昭
男

人
は
そ
を
秋
水
桜
と
呼
び
に
け
り　
　

健
二

大
逆
の
恩
讐
い
ず
こ
か
さ
く
ら
咲
く　

正

秋
水
の
声
聞
こ
え
け
り
桜
花　
　
　
　

節
子

秋
水
桜
墓
守
る
人
を
包
み
こ
む　
　
　

文
鳥

第
４
回
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
in
新
宮

二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日
（
土
）
一
四
時

和
歌
山
県
新
宮
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

翌
日
は
墓
参
・
見
学
等
予
定

左森岡さん、瀬戸内寂聴さんと
中央二河通夫さん(新宮)､右北澤保さん
2001年、秋水刑死９０年記念講演会

秋
水
桜
を
観
る
会

秋
水
絶
筆
碑
前
舗
装

　

四
万
十
市

が
絶
筆
碑
前

の
道
を
舗
装
、

き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

隣
接
す
る
幡

多
郷
土
資
料

館（
お
城
）整

備
事
業
の
一

環
と
し
て
。

俵屋･幸徳家先祖墓看板設置

  「
大
逆
事
件
」
の
犠
牲
者
を
顕
彰
す
る
会
顧
問　

辻　

本
　
雄
　
一

大
石
誠
之
助
が
新
宮
市
名
誉
市
民
に
な
っ
た
!!

大石誠之助

　
初
代
会
長
　

　 
　 

森 

岡  

邦 

廣 

さ
ん

追 悼



　

二
〇
一
七
年
の
夏
前
頃
で
あ
っ
た
ろ
う

か
、
新
宮
市
の
某
市
会
議
員
か
ら
「
い
ま
な

ら
、
勝
て
る
よ
」
と
私
の
耳
元
で
囁
か
れ
た

の
は
。
以
前
、
私
た
ち
「「
大
逆
事
件
」
の

犠
牲
者
を
顕
彰
す
る
会
」
は
、
み
じ
め
な
敗

北
感
を
味
わ
っ
て
い
た
か
ら
。「
勝
つ
」
と

は
こ
こ
で
は
、
大
石
誠
之
助
の
名
誉
市
民
実

現
が
、
市
議
会
で
可
決
で
き
る
と
い
う
謂
い

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、「
顕
彰
す

る
会
」
の
会
員
の
議
員
ら
の
、
他
議
員
へ
の

積
極
的
な
働
き
か
け
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は

秋
ご
ろ
か
ら
と
聞
い
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
「
顕
彰
す
る
会
」
が
、
大
石
誠

之
助
を
名
誉
市
民
に
と
い
う
要
望
書
を
新
宮

市
長
に
提
出
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一

月
。
そ
の
書
き
出
し
で
「
先
ご
ろ
、
辻
原
登

氏
の
小
説
、
大
石
誠
之
助
を
モ
デ
ル
と
す
る

『
許
さ
れ
ざ
る
者
』
が
刊
行
さ
れ
、
大
石
誠

之
助
の
魅
力
あ
る
人
物
像
が
改
め
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

毎
日
新
聞
に
五
八
二
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ

た
「
許
さ
れ
ざ
る
者
」
が
大
き
な
起
爆
剤
に

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
私
た
ち
に

は
「100

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
新
宮
」
の

場
（「
大
逆
事
件
一
〇
〇
年
」
の
催
し
）
が
、

大
石
名
誉
市
民
の
実
現
の
も
と
実
施
で
き
な

い
か
の
目
論
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
た

ち
の
請
願
が
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、

議
員
提
案
の
形
も
模
索
し
た
が
功
を
奏
さ
ず
、

市
議
会
で
は
否
決
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
、

七
年
余
り
が
経
過
し
て
い
た
。

　
　

＊

　

私
た
ち
の
「
顕
彰
す
る
会
」
が
、貴
会
（
幸

徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
）
と
の
交
流
の
中
で

発
足
し
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
土
佐
中
村
（
そ

の
頃
は
ま
だ
中
村
市
で
あ
っ
た
）
へ
の
訪
問

が
ひ
と
つ
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ
と
は
、
誰

も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
先

の
六
月
、「
人
権
と
文
化　

新
宮
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（「
大
逆
事
件
」
九
〇
年
）
も
開
か
れ
て

い
る
。

　

大
石
誠
之
助
顕
彰
の
機
運
も
、
市
議
会
で

話
題
に
な
り
、
市
議
会
で
の
質
問
を
契
機
に

市
当
局
が
動
き
出
し
た
と
い
う
真
相
も
あ
る
。

そ
の
辺
の
詳
細
は
、
田
中
伸
尚
著
『
大
逆
事

件
』（
岩
波
現
代
文
庫
版
Ｐ
４
１
４
以
下
）

に
劇
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
私
も
請
わ
れ

て
市
の
広
報
に
大
石
誠
之
助
ら
の
紹
介
を
行

い
、
初
め
て
訪
れ
た
中
村
の
印
象
記
を
記
し

た
こ
と
が
あ
る
。
く
ろ
し
お
鉄
道
の
中
村
駅

に
降
り
立
っ
て
、
ま
ず
そ
の
空
気
感
が
新
宮

と
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
直
感
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
何
度
か
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ

の
た
び
に
直
感
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
殊
に
北
澤
保
さ
ん

に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
足
摺
岬
で
の
紺
青

の
海
が
、
北
澤
さ
ん
の
お
人
柄
と
と
も
に
、

い
ま
で
も
目
交
い
か
ら
離
れ
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
「
顕
彰
す
る
会
」
発
足
の
起

爆
剤
に
な
っ
た
の
は
、「
初
期
社
会
主
義
研
究

会
・
新
宮
大
会
」で
あ
る
。
一
九
九
九
年
八
月
、

新
宮
市
の
高
田
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
講
演
会

と
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
い
ま
で
は
中
上
健

次
の
主
宰
し
た
熊
野
大
学
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の

会
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
町
中
か
ら

車
で
三
〇
分
余
の
山
間
の
保
養
施
設
、
し
か

も
当
日
は
豪
雨
、
多
く
て
二
〇
名
余
と
の
推

測
で
資
料
も
用
意
。
と
こ
ろ
が
予
想
に
反
し

て
一
〇
〇
名
近
く
が
押
し
掛
け
、
こ
れ
は
大

変
と
、
短
パ
ン
姿
で
臨
も
う
と
し
た
山
泉
進

さ
ん
が
、
急
遽
着
替
え
、
資
料
も
急
い
で
コ

ピ
ー
し
て
間
に
合
わ
せ
。
矍
鑠
と
し
て
お
ら

れ
た
堀
切
利
高
さ
ん
が
改
め
て
新
宮
の
地
で

の
関
心
の
深
さ
に
驚
嘆
し
て
お
ら
れ
た
姿
も

思
い
出
さ
れ
る
。
山
泉
さ
ん
が
「
大
逆
事
件

は
動
い
て
い
る
」
と
題
し
て
講
演
、
堀
切
さ

ん
が
「
荒
畑
寒
村
と
田
辺
」
と
題
し
て
話
し
、

大
阪
か
ら
駆
け
付
け
た
荒
木
傳
さ
ん
と
成
石

平
四
郎
の
孫
岡
功
さ
ん
が
そ
の
思
い
を
語
っ

た
。
ま
だ
大
学
院
生
で
あ
っ
た
梅
森
直
之
さ

ん
も
参
加
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
す
る
。
こ
の

時
の
懇
親
会
で
は
、
初
期
社
研
の
メ
ン
バ
ー

と
ほ
ぼ
重
な
る
「
大
逆
事
件
の
真
実
を
あ
き

ら
か
に
す
る
会
」
の
活
動
な
ど
も
話
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
、
新
宮
で
の
「
顕
彰

す
る
会
」
の
会
員
に
参
集
し
て
い
っ
た
。

　

私
た
ち
の
「
顕
彰
す
る
会
」
が
発
足
し
て
、

行
政
や
議
会
に
働
き
か
け
て
、「（
大
逆
事
件

の
犠
牲
者
た
ち
は
）
平
和
・
平
等
・
非
戦
を

唱
え
た
郷
土
の
誇
る
べ
き
先
覚
者
」
で
あ
る

と
し
て
、「
大
逆
事
件
の
犠
牲
者
六
名
の
名

誉
回
復
を
宣
言
す
る
」
と
決
議
し
た
の
は
、

二
〇
〇
一
年
九
月
、
市
長
提
案
と
し
て
、
議

会
が
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
さ
ら
に
は
、

二
〇
〇
三
年
七
月
、「
志
を
継
ぐ
」
の
顕
彰

碑
が
、
市
の
公
金
を
支
出
し
て
建
立
さ
れ
た
。

　
　

＊

　

大
石
名
誉
市
民
に
向
け
て
、
二
〇
一
七
年

が
生
誕
一
五
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
宮
市
議
会
で

は
、一
二
月
五
日
、「
新
宮
市
名
誉
市
民
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
て
、
議
員
が
名
誉
市
民
を

推
挙
で
き
る
制
度
に
改
め
た
。
そ
の
う
え
で

議
会
最
終
日
の
一
二
月
二
一
日
、
大
石
誠
之

助
を
名
誉
市
民
に
推
す
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

市
議
会
で
の
議
決
は
、
賛
成
一
一
反
対
四
で

あ
っ
た
。
反
対
意
見
も
、
大
石
の
業
績
が
名

誉
市
民
に
値
し
な
い
と
す
る
意
見
で
は
な
く
、

そ
の
選
考
の
手
立
て
、
方
法
な
ど
へ
の
違
和

を
唱
え
た
も
の
だ
っ
た
。
幾
年
か
の
経
過
の

中
で
、
議
員
諸
氏
も
そ
れ
な
り
の
学
習
を
積

ま
れ
、
各
自
の
考
え
の
も
と
に
、
今
回
賛
同

の
意
を
示
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
う
し
て
、

本
年
（
二
〇
一
八
年
）
一
月
一
七
日
市
長
の

裁
決
に
よ
っ
て
大
石
の
名
誉
市
民
が
決
ま
り
、

二
四
日
に
そ
の
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

今
後
は
先
覚
者
と
し
て
の
大
石
を
通
し
て
、

い
か
に
熊
野
で
の
人
権
意
識
や
博
愛
・
平
等
、

平
和
の
思
想
な
ど
を
学
ん
で
ゆ
く
べ
き
か
に

か
か
わ
っ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
三
月
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
侶

峯
尾
節
堂
が
百
回
忌
に
当
た
り
法
要
が
行
わ

れ
た
。「
顕
彰
す
る
会
」
の
副
会
長
を
長
く

務
め
た
正
木
健
雄
氏
が
自
力
で
設
立
し
た
資

料
室
が
、
四
月
か
ら
「
顕
彰
す
る
会
」
が
引

き
継
い
で
「
熊
野
・
新
宮
「
大
逆
事
件
」
資

料
室
」（
栗
林
確
室
長
）
と
し
て
、
狭
い
な

が
ら
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
一

〇
月
の
「
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
ゆ
っ

く
り
と
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
う
。

　　

森
岡
邦
廣
さ
ん
が
二
〇
一
八
年
二
月
一
七

日
、
肺
炎
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
九
十
二
歳
。

　

森
岡
さ
ん
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
四
）、

幡
多
郡
蕨
岡
村
（
元
中
村
市
）
生
。
旧
制
中

村
中
学
卒
業
と
同
時
に
昭
和
二
〇
年
二
月
十

九
歳
で
出
征
、
満
州
へ
。
八
月
終
戦
は
本
土

決
戦
に
備
え
て
い
た
高
知
春
野
で
迎
え
た
。

　

戦
後
は
地
元
営
林
署
に
入
り
、
上
司
か
ら

「
辞
め
ら
さ
れ
ん
ば
あ
〜
に
し
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
た
ほ
ど
労
働
運
動
一
筋
。
秋
水
と
の

出
会
い
も
組
合
活
動
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
六
月
、
坂

本
清
馬
が
再
審
請
求
準
備
の
た
め
最
初
に
上

京
し
た
さ
い
、
幡
多
全
労
協
書
記
長
と
し
て

同
行
し
、
坂
本
昭
参
議
院
議
員
、
森
本
靖
衆

議
院
議
員
や
総
評
幹
部
ら
に
支
援
要
請
。

　

坂
本
議
員
（
の
ち
高
知
市
長
）
は
、
翌
年

結
成
さ
れ
た
裁
判
支
援
組
織
「
大
逆
事
件
の

真
実
を
あ
き
ら
か
に
す
る
会
」
の
初
代
事
務

局
長
に
就
い
て
く
れ
た
。

　

坂
本
議
員
秘
書
景
平
和
平
氏
、
全
逓
労
組

中
央
執
行
委
員
と
し
て
専
従
派
遣
さ
れ
て
い

た
長
谷
川
賀
彦
氏
（
の
ち
中
村
市
長
）
は
東

京
で
精
力
的
に
動
い
て
く
れ
た
。
二
人
と
も

同
じ
蕨
岡
出
身
で
あ
り
、「
蕨
岡
組
」
が
果

た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

　

こ
の
裁
判
を
機
に
、
大
逆
事
件
犠
牲
者
の

名
誉
回
復
・
顕
彰
運
動
が
全
国
に
拡
が
り
、

い
ま
に
至
っ
て
い
る
が
、
森
岡
さ
ん
は
そ
の

火
付
け
役
の
一
人
で
あ
る
。

　

中
村
地
区
労
会
長
を
経
て
、
昭
和
四
十
三

年
か
ら
は
中
村
市
会
議
員
（
社
会
党
）
に
。

五
期
二
十
年
、
議
長
も
つ
と
め
た
。

　

こ
の
間
、
秋
水
に
ぞ
っ
こ
ん
で
、
秋
水
と

言
え
ば
森
岡
さ
ん
と
誰
も
が
認
め
る
ほ
ど
に

全
国
の
顔
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
三
月
、
従
来
の
労
組
中
心
か

ら
一
般
市
民
を
含
む
幅
広
い
組
織
へ
と
、
幸

徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
を
結
成
し
た
さ
い
も

当
然
森
岡
さ
ん
が
初
代
会
長
に
。

　

同
年
十
二
月
、
中
村
市
議
会
が
秋
水
顕
彰

決
議
を
あ
げ
た
さ
い
は
、
す
で
に
議
員
を
引

退
し
て
お
ら
れ
た
が
、森
岡
さ
ん
の
「
強
引
」

な
根
回
し
が
な
か
っ
た
な
ら
、
全
会
一
致
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

〇
七
年
、
会
長
を
北
澤
保
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
か
ら
も
御
意
見
番
の
顧
問
に
就

い
て
も
ら
っ
た
。

　

小
学
生
時
代
か
ら
剣
道
を
ず
っ
と
続
け
ら

れ
（
市
体
育
協
会
会
長
に
も
就
任
）、
北
澤

さ
ん
、
久
保
知
章
さ
ん
（
三
代
目
会
長
）
が

昨
年
相
次
い
で
逝
か
れ
て
も
、
な
お
お
元
気

で
あ
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
後
を
追
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

い
ま
は
後
輩
二
人
と
尊
敬
す
る
秋
水
先
生

を
囲
ん
で
熱
い
談
義
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

森
岡
さ
ん
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
田
中
全
）

　

秋
水
刑
死
一
〇
七
年
墓
前
祭
を
今
年
も
一

月
二
十
四
日
、
小
雪
舞
う
中
、
開
い
た
。
約

六
十
名
参
加
。

　

宮
本
博
行
会
長
が
追
悼
文
朗
読
し
た
あ
と
、

順
次
白
菊
を
献
花
。

　

地
元
吟
詠
会
二
人
（
森
景
信
、中
尾
幸
生
）

が
そ
れ
ぞ
れ
秋
水
漢
詩
（
絶
筆
偶
成
、母
へ
）

を
詠
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
秋
水
墓
の
山
側
に
並
ぶ

俵
屋
・
幸
徳
家
先
祖
墓
（
元
禄
年
間
ま
で
遡

る
）
に
新
た
に
看
板
を
立
て
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
開
の
三
月
二
十
五
日
集
い
、
詠
ん
だ
句

秋
水
桜
真
白
き
彩
で
あ
り
に
け
り　
　

昭
男

人
は
そ
を
秋
水
桜
と
呼
び
に
け
り　
　

健
二

大
逆
の
恩
讐
い
ず
こ
か
さ
く
ら
咲
く　

正

秋
水
の
声
聞
こ
え
け
り
桜
花　
　
　
　

節
子

秋
水
桜
墓
守
る
人
を
包
み
こ
む　
　
　

文
鳥

第
４
回
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
in
新
宮

二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日
（
土
）
一
四
時

和
歌
山
県
新
宮
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

翌
日
は
墓
参
・
見
学
等
予
定

左森岡さん、瀬戸内寂聴さんと
中央二河通夫さん(新宮)､右北澤保さん
2001年、秋水刑死９０年記念講演会

秋
水
桜
を
観
る
会

秋
水
絶
筆
碑
前
舗
装

　

四
万
十
市

が
絶
筆
碑
前

の
道
を
舗
装
、

き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

隣
接
す
る
幡

多
郷
土
資
料

館（
お
城
）整

備
事
業
の
一

環
と
し
て
。

俵屋･幸徳家先祖墓看板設置

  「
大
逆
事
件
」
の
犠
牲
者
を
顕
彰
す
る
会
顧
問　

辻　

本
　
雄
　
一

大
石
誠
之
助
が
新
宮
市
名
誉
市
民
に
な
っ
た
!!

大石誠之助

　
初
代
会
長
　

　 

　 

森 

岡  

邦 

廣 

さ
ん

追 悼



　
幸
徳
秋
水
（
伝
次
郎
）
は
明
治
四
年
、
両
親

に
と
っ
て
六
番
目
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
父
幸
徳
篤
明
は
四
代
俵
屋
嘉
平
治
を
襲
名
す

る
商
家
で
あ
り
、
母
多
治
は
医
師
小
野
雲
了
（
亮

輔
）
の
娘
。
小
野
家
は
代
々
山
路
村
庄
屋
を
つ

と
め
た
士
族
格
の
家
柄
で
、
雲
了
は
小
野
家
三

男
の
た
め
中
村
に
出
て
医
師
と
な
っ
て
い
た
。

　
幕
末
と
は
い
え
士
農
工
商
の
身
分
制
度
が
厳

然
た
る
江
戸
封
建
時
代
、
最
下
級
商
人
の
も
と

に
最
上
級
士
族
の
娘
が
嫁
ぐ
こ
と
は
異
例
な
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
は
中
村
と
い
う
町
の
歴
史
的
背
景
が

あ
る
。

　
一
條
家
、
長
宗
我
部
に
続
き
、
関
ケ
原
合
戦

の
あ
と
、
中
村
を
支
配
し
た
の
は
山
内
康
豊
。

土
佐
藩
初
代
山
内
一
豊
は
弟
康
豊
に
中
村
を
分

け
与
え
、
独
立
し
た
中
村
藩
（
二
万
石
、
の
ち

三
万
石
）
と
し
た
。

　
し
か
し
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
中
村
藩

五
代
直
久
（
大
膳
）
が
幕
府
若
年
寄
に
抜
擢
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
辞
退
し
た
こ

と
を
口
実
に
、
将
軍
綱
吉
か
ら
取
り
潰
さ
れ
た

（
幕
府
直
轄
後
土
佐
藩
に
併
合
）。

　
禄
を
失
っ
た
家
臣
は
散
り
散
り
に
な
り
、
武

家
屋
敷
は
残
ら
ず
取
り
壊
さ
れ
た
。
城
に
代
っ

て
奉
行
所
が
置
か
れ
、
以
後
は
上
級
武
士
二
名

が
高
知
か
ら
交
代
で
来
る
の
み
で
、
中
村
に
は

藩
直
属
武
士
が
い
な
く
な
り
、
さ
ら
に
洪
水
、

火
事
な
ど
の
災
害
も
加
わ
り
、
町
は
荒
廃
し
た
。

こ
う
し
た
中
村
を
支
え
、
復
興
し
た
の
が
町
人

で
あ
っ
た
。
宇
和
屋
、
俵
屋
、
吸
田
屋
な
ど
が

町
老
（
年
寄
）
と
な
り
、
商
人
中
心
の
自
治
的

運
営
が
な
さ
れ
た
。
藩
も
こ
れ
を
認
め
、
中
村

の
町
は
い
わ
ば
特
別
行
政
区
的
存
在
に
な
っ
た
。

　
中
村
が
い
ま
で
も
「
お
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
、

格
の
高
い
響
き
を
も
つ
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

（
中
村
市
史
）

　
商
人
の
間
で
は
、
和
歌
、
俳
諧
、
絵
画
等
が

流
行
し
た
。
こ
ん
な
雰
囲
気
の
中
、
宇
和
屋
か

ら
学
者
遠
近
鶴
鳴
が
生
ま
れ
た
。

　
鶴
鳴
は
商
い
で
京
阪
に
出
た
際
、
篠
崎
小
竹

（
大
阪
）
か
ら
朱
子
学
、
岩
垣
松
苗
（
京
都
）
か

ら
国
学
を
学
び
、
さ
ら
に
一
條
家
学
問
と
土
佐

南
学
の
流
れ
も
受
け
継
ぎ
、
私
塾
鶴
鳴
塾
を
開

い
た
。

　
樋
口
真
吉
（
足
軽
）、
安
岡
良
亮
（
郷
士
）、

木
戸
明
（
吸
田
屋
、
の
ち
地
下
浪
人
に
）
な
ど

は
こ
こ
で
学
ん
だ
。
町
人
学
者
の
も
と
に
士
族

の
子
弟
が
通
っ
た
の
で
あ
る
。

　
秋
水
の
父
篤
明
も
俳
諧
を
趣
味
と
す
る
文
人

で
あ
っ
た
。
商
売
、
文
化
両
面
か
ら
幸
徳
家
（
俵

屋
）
は
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　
小
野
雲
了
は
格
式
ば
か
り
う
る
さ
く
貧
乏
な

士
族
の
家
よ
り
、
生
活
が
楽
な
商
家
の
ほ
う
が

い
い
か
も
し
れ
な
い
と
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
長

女
多
治
を
幸
徳
家
に
嫁
に
や
っ
た
。

　
そ
ん
な
雲
了
で
は
あ
る
が
、
多
治
の
妹
嘉
弥

子
は
、
や
は
り
自
分
の
姉
菊
が
嫁
い
で
い
た
郷

士
安
岡
良
輝
の
二
男
良
哲
（
良
亮
弟
）
と
縁
組

さ
せ
た
。

　
ま
た
、
小
野
家
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
蕨
岡
の
庄
屋
桑
原
家
の
二
男
道
一
と

養
子
縁
組
し
、
そ
の
嫁
に
は
安
岡
良
亮
の
二
女

英
（
ふ
さ
）
を
迎
え
た
。

　
英
の
姉
芳
（
よ
し
）
は
道
一
の
兄
桑
原
戒
平

に
嫁
い
で
い
た
の
で
、
兄
弟
と
姉
妹
同
士
が
一

緒
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
安
岡
家
は
木
戸
家
と
も
姻
戚
関
係

に
あ
っ
た
。（
良
亮
と
木
戸
明
は
従
兄
弟
）

　
一
方
、
秋
水
は
二
歳
の
時
父
を
失
い
母
子
家

庭
と
な
る
。
伯
父
篤
道
（
父
の
兄
）
が
後
見
人

と
な
り
、
一
家
で
同
居
。
ま
た
、
中
継
養
子
駒

太
郎
も
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
幸
徳
家
は
複
雑
な

大
家
族
と
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、
秋
水
は
八
歳
で
木
戸
明
の
遊
焉

義
塾
に
入
る
が
、
周
り
は
み
ん
な
士
族
の
子
ど

も
た
ち
。
安
岡
秀
夫
（
良
亮
の
子
）、
桑
原
順
太

郎
（
戒
平
の
子
）、
小
野
栄
久
な
ど
。

　
秀
夫
の
兄
雄
吉
（
の
ち
代
議
士
）
が
東
京
か

ら
送
っ
て
く
る
ハ
イ
カ
ラ
な
雑
誌
（「
絵
入
自
由

新
聞
」
な
ど
）
か
ら
刺
激
を
受
け
た
。

　
塾
の
中
で
秋
水
は
一
番
優
秀
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
商
人
の
子
は
や
は
り
商
人
の
子
と
見
ら

れ
る
。
彼
ら
は
み
ん
な
母
方
の
親
戚
の
子
で
あ
っ

た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
け
で

は
説
明
で
き
な
い
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
モ
ヤ

モ
ヤ
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
秋
水
が
入
学
し
た
中
村
中
学
は
途
中
で
廃
校

と
な
り
、
高
知
中
学
に
吸
収
さ
れ
た
。
安
岡
秀

夫
ら
は
そ
の
ま
ま
高
知
に
進
ん
だ
が
、
秋
水
は

父
亡
き
後
の
経
済
事
情
も
あ
り
二
年
遅
れ
た
。

こ
の
た
め
挫
折
中
退
。
屈
辱
は
さ
ら
に
深
く
な
っ

た
。

　
家
に
帰
っ
て
も
伯
父
や
伯
母
が
差
配
を
振
る

い
、
母
は
じ
っ
と
が
ま
ん
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
環
境
、
境
遇
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
が

爆
発
し
、
わ
ず
か
十
六
歳
で
家
を
飛
び
出
し
、

東
京
の
林
有
造
の
門
を
叩
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
後
、
中
江
兆
民
と
の
運
命
的
出
会
い
が

あ
り
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
、
や
っ
と
腰
を
据
え

て
勉
強
に
集
中
す
る
。
自
由
・
平
等
・
博
愛
思

想
を
た
た
き
込
ま
れ
、
非
戦
平
和
か
ら
人
間
解

放
の
社
会
主
義
に
思
想
を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
過
程
で
堺
利
彦
と
平
民
社
を
立
ち
上
げ
、

平
民
新
聞
を
発
行
。「
平
民
」、「
平
民
」
と
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
平
民
に
こ
だ
わ
っ
た
心
の
内
が

読
み
取
れ
る
。

　
秋
水
は
自
分
の
親
戚
の
出
世
頭
は
熊
本
神
風

の
乱
で
斬
ら
れ
た
安
岡
良
亮
（
初
代
熊
本
県
令
）

だ
っ
た
と
誇
ら
し
く
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
親

類
縁
者
を
大
切
に
思
う
心
は
ず
っ
と
持
ち
続
け

て
い
た
。
雄
吉
、
秀
夫
ら
と
の
付
き
合
い
も
生

涯
続
い
て
い
る
。

　
秋
水
の
思
想
形
成
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
は
中
江
兆
民
だ
が
、
兆
民
思
想
が
注
ぎ

込
ま
れ
る
土
壌
に
な
っ
た
の
は
、
複
雑
な
姻
戚

関
係
等
秋
水
の
家
庭
環
境
に
あ
っ
た
。

　
秋
水
は
身
分
、
階
級
と
い
う
も
の
に
敏
感
な

少
年
に
育
っ
た
。

　
そ
の
根
源
は
、
町
人
と
士
族
と
い
う
両
親
の

異
例
の
縁
組
に
あ
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
町
人
が
実
力
を
も
ち
、
町

人
文
化
が
栄
え
た
中
村
と
い
う
町
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
そ
ん
な
組
み
合
わ
せ
が
生
ま
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　（
一
月
二
十
四
日
、
幸
徳
秋
水
刑
死
一
〇
七
年

墓
前
祭
記
念
講
演
会
要
旨
。
当
日
の
演
題
は
「
中

村
町
民
文
化
と
幸
徳
秋
水
」）。

　
四
月
一
日
、
幸
徳
秋
水
を
語
る
神
戸
の
つ
ど

い
が
開
か
れ
た
。

　
安
倍
政
権
の
も
と
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安

保
法
、
共
謀
罪
法
が
強
行
さ
れ
、
次
は
憲
法
改

悪
（
九
条
の
無
力
化
）
が
狙
わ
れ
て
い
る
い
ま
、

非
戦
平
和
、
自
由
平
等
の
旗
を
掲
げ
、
大
逆
事

件
で
抹
殺
さ
れ
た
幸
徳
秋
水
に
つ
い
て
、
今
日

的
視
点
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
。

　
昨
年
九
月
、
神
戸
の
「
憲
法
を
生
か
す
会
」

の
メ
ン
バ
ー
四
人
が
秋
水
墓
参
の
た
め
に
中
村

に
み
え
、
当
顕
彰
会
が
生
家
跡
、
記
念
碑
、
資

料
室
な
ど
も
案
内
し
、
夜
も
交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
中
の
津
野
公
男
さ
ん
は
高
知
県
出
身
で

当
顕
彰
会
会
員
で
あ
る
。

　
こ
の
四
人
が
中
心
に
な
っ
て
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
、「
つ
ど
い
」
を
準
備
し
て
く
れ
た
。

　
神
戸
は
高
知
市
出
身
の
小
松
丑
治
と
岡
林
寅

松
が
大
逆
事
件
に
連
座
（
無
期
懲
役
）
さ
せ
ら

れ
た
因
縁
の
地
で
あ
る
。

　
桜
満
開
の
晴
天
下
、
阪
急
六
甲
駅
近
く
の
会

場
神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
（
灘
区
）
に
は
約

八
〇
人
集
ま
っ
た
。

　
津
野
さ
ん
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と

四
人
が
順
次
登
壇
。

　
最
初
に
、
田
中
全
（
当
顕
彰
会
事
務
局
長
）

が
「
現
代
に
生
き
る
幸
徳
秋
水
」
に
つ
い
て
。

　
秋
水
が
刑
死
し
て
一
〇
七
年
。
中
村
で
は
、

敗
戦
翌
年
か
ら
、
官
民
あ
げ
て
秋
水
顕
彰
運
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
戦
後
中
村
の
平
和
民
主

運
動
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
き
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
中
村
市
議
会
が
秋
水
顕

彰
決
議
も
お
こ
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
い
ま
の
日
本
の
状
況
は
大
逆
事
件

当
時
に
酷
似
し
て
き
た
。
国
が
戦
争
を
始
め
よ

う
と
す
る
と
、
国
論
統
一
の
た
め
に
、
ま
ず
言
論
、

人
権
が
圧
迫
さ
れ
る
。

　
大
逆
事
件
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
同
種
の
事

件
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
運
動
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
は
、
憲
法
を
守
り
、
人
権
を
守
り
、

日
本
の
平
和
、
自
由
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
次
に
、
今
村
稔
さ
ん
（
社
会
主
義
協
会
代
表
）

が
「
秋
水
と
平
民
新
聞
　
そ
し
て
堺
利
彦
」
に

つ
い
て
。

　
明
治
三
〇
年
代
、
社
会
主
義
思
想
が
萌
芽
し
、

日
清
日
露
戦
争
を
経
て
、
運
動
の
形
と
な
っ
た
。

秋
水
、
利
彦
に
よ
り
平
民
新
聞
が
つ
く
ら
れ
、

非
戦
を
呼
び
か
け
た
。
ロ
シ
ア
労
働
者
と
の
連

帯
も
あ
っ
た
。

　
政
府
は
こ
れ
を
徹
底
的
に
弾
圧
。
赤
旗
事
件

に
続
き
、
大
逆
事
件
は
日
本
の
首
を
絞
め
た
。

社
会
主
義
運
動
は
冬
の
時
代
に
入
る
。

　
三
人
目
は
、
飛
田
雄
一
さ
ん
（
神
戸
学
生
青

年
セ
ン
タ
ー
館
長
）
が
「
大
逆
事
件
と
神
戸
多

聞
教
会
」
に
つ
い
て
。

　
神
戸
で
連
座
し
た
小
松
丑
治
が
入
獄
中
、
そ

の
妻
ハ
ル
を
援
助
し
た
の
が
キ
リ
ス
ト
教
神
戸

多
聞
教
会
今
泉
牧
師
で
あ
っ
た
。
飛
田
さ
ん
は

同
教
会
会
員
。
偶
然
の
縁
か
ら
、
今
泉
牧
師
の

孫
と
の
交
流
に
つ
い
て
報
告
。

　
最
後
は
、
戸
崎
曽
太
郎
さ
ん
（
治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
兵
庫
県
本
部
会
長
）

か
ら
「
神
戸
と
大
逆
事
件
（
小
松
丑
治
、
岡
林

寅
松
）」
に
つ
い
て
。

　
高
知
市
の
小
学
校
同
級
生
で
神
戸
海
民
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
二
人
は
、
秋
水
ら
の
思
想
に

共
鳴
し
、
神
戸
平
民
倶
楽
部
を
つ
く
り
平
民
新

聞
の
読
書
会
を
開
い
て
い
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け

で
大
逆
事
件
に
ひ
っ
か
け
ら
れ
た
。

　
二
人
は
二
十
年
間
入
獄
後
、
仮
釈
放
さ
れ
た
が
、

世
間
か
ら
迫
害
を
受
け
続
け
、
戦
後
ま
も
な
く

不
遇
の
死
を
と
げ
た
。

　
会
場
に
は
大
阪
の
「
管
野
須
賀
子
を
顕
彰
し

名
誉
回
復
を
求
め
る
会
」
メ
ン
バ
ー
も
み
え
、

発
言
も
あ
っ
た
。
今
後
関
西
に
お
け
る
交
流
、

運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
意
義
あ
る
集
ま
り
と
な
っ
た
。

　
顕
彰
会
持
参
の
秋
水
関
連
書
籍
、
絶
筆
色
紙

な
ど
も
販
売
、
一
〇
名
か
ら
顕
彰
会
入
会
の
申

し
出
が
あ
っ
た
。

　
準
備
・
主
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
月
一
〇
日
、
京
都
府
南
丹
市
立
文
化
博
物

館
（
南
丹
市
園
部
町
）
で
開
催
。

　
主
催
は
京
都
丹
波
岩
崎
革
也
研
究
会
。
革
也
孫
、

ひ
孫
を
含
め
約
百
名
参
加
（
当
顕
彰
会
も
）。

　
岩
崎
革
也
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
三
）
は
、

幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
ら
の
運
動
を
経
済
的
に
支

援
し
た
京
都
府
須
知
町
（
現
京
丹
波
町
）
の
地
主
、

銀
行
家
。

　
平
民
新
聞
に
た
び
た
び
多
額
の
寄
付
を
お
こ

な
う
な
ど
、
経
済
的
基
盤
を
持
た
な
い
秋
水
ら

の
運
動
に
と
っ
て
一
大
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
。

　
大
逆
事
件
後
、
利
彦
が
遺
族
慰
問
の
旅
に
で

た
（
中
村
に
も
来
た
）
旅
費
三
百
円
も
革
也
が

出
し
た
。

　
五
年
前
、
旧
岩
崎
邸
が
取
り
壊
さ
れ
た
さ
い
、

所
蔵
資
料
を
同
博
物
館
に
一
括
寄
贈
保
管
。

　
書
簡
は
、
秋
水
、
利
彦
の
ほ
か
、
幸
徳
千
代
子
、

駒
太
郎
、
大
石
誠
之
助
、
森
近
運
平
、
福
田
英
子
、

北
一
輝
か
ら
の
も
の
な
ど
。
書
は
、利
彦
、犬
養
毅
、

田
中
正
造
な
ど
。
多
数
展
示
さ
れ
た
。

　
革
也
研
究
会
メ
ン
バ
ー
四
人
か
ら
研
究
発
表

が
行
な
わ
れ
た
。

　「
岩
崎
革
也
日
記
抄
」
も
刊
行
、
参
加
者
に
配

布
さ
れ
た
。
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岩
崎
革
也

　
　
　
資
料
展
示
と
講
演
会

中
村
町
人
文
化
と
幸
徳
秋
水

幸
徳
秋
水
を
語
る
神
戸
の
つ
ど
い

毎
月
第
２
日
曜
午
後
１
時
半
〜

四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

幸
徳
秋
水
研
究
会

、


